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	応用
	抗原情報
	背景
	機能: 本物のカルモジュリンと類似している可能性があり、異なる親和性で細胞基質に結合し、カルモジュリンと実際に競合する可能性があります。,誘導: ヒトβ型形質転換成長因子によって。,その他: 4つのカルシウムイオンに結合します。,類似性: カルモジュリンファミリーに属します。,類似性: 4つのEFハンドドメインを含みます。,組織特異性: 正常な乳腺、前立腺、子宮頸部、および表皮組織で発現します。形質転換細胞では大幅に減少するか、検出されない。,機能：真正カルモジュリンと類似している可能性があり、異なる親和性で細胞基質に結合することでカルモジュリンと競合する可能性がある。,誘導：ヒトβ型形質転換成長因子によって誘導される。,その他：4つのカルシウムイオンに結合する。,類似性：カルモジュリンファミリーに属する。,類似性：4つのEFハンドドメインを含む。,組織特異性：正常な乳腺、前立腺、子宮頸部、および表皮組織で発現する。形質転換細胞では大幅に減少するか、検出されない。,
	研究分野
	カルシウム、ホスファチジルイノシトールシグナル伝達系、卵母細胞減数分裂、血管平滑筋収縮、長期増強、神経栄養因子、嗅覚伝達、インスリン受容体、GnRH、メラニン形成、アルツハイマー病、神経膠腫、
	画像データ
	

	PC12細胞溶解液のウェスタンブロット分析、CALL3ウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

